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デザイン・機能。丈夫さにおいて断然

優秀な本機は今斯界の注目を集めてい

ます。

５年10年とお使いになるものですから

最近では品質本位にお考え下さるとこ

ろが非常に多くなって参りました。
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このＦＫ－９００はそういう方煮に愛用

されています。
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巻頭言

電気学習に本格的にとりくもう

現在，普通教育の学校において，一般的にみて，電気学習は，もっともウイー

クなものである。それは，小学校の理科教育はもちろん，中学校の理科教育にお

いても技術教育においてもいえることである。電気は目にみえない危険なもの，

その理論はむずかしいものということが，社会の一般的な通念とさえなっている

といっても，いいすぎでない実状である。社会の人,々 の多くは，電気の理論や技

術の基礎を一般教養として，ほとんどもっていない。

すでに，電気が工業生産に大きな地位をしめて，数十年を経ているし，現時点

‘においては，日常家庭生活の中に，多くの電気機器製品がはんらんしていて「家

：庭の電化時代」は「かかあデンカ時代」だといったことを口にするものさえある。

しかし，それらの機器のもつ機能・構造についての理論・技術となると，ほとん

どの社会人が無知とさえいえるほどのものである。

こうしたことが，とくに成人についていえることは，これまでの普通教育が，

電気学習について弱体であったことに，その大きな要因のひとつがあるといえよ
う。

普通教育において，電気学習の弱いこと，いいかえると，理科教育や技術教育

において，その教育内容や方法の検討がなおざりにされていることは，決して日

本ばかりでない。アメリカにおいても，普通教育における電気学習がウイークで

あり，電気学習のためのよい教科書がないこと，およびすぐれた指導力をもつ教

師がいないことの指摘が，第二次大戦後においてさえ問題とされている。しかし，

アメリカ教育界をおそったスプートニック旋風は，とくに電子工学の基礎学習を

めぐって，これまでの電気学習の反省をするどいものにし，よい教師の養成と再

教育，よい教科書の編集が，アメリカの教育世論作成者たちによって強調され，

それらの世論が各州の地域民をうごかし，その課題解決への努力がつみあげられ
てきている。

陽



わが国における中学校では，電気学習はこれまで，理科と職業・家庭科でとり

あげられてきていた。しかし，その学習では，一般的にいって，みのりある実践

が集積されてきたとはいえない。というのは，そのとりあげる１つ１つの教材の

教育的な検討が，実証的におこなわれていたといえないからである。それはまた，

いいかえると，電気教材についての教師の指導力が欠除していたことに要因があ

ったともいえる。１つのある教材が，つぎにくる教材にどう発展し，それが教育

的にどういう意味をもつかにも，なんらの疑問をもたず，３０年も前の指導法をそ

のまま現時点においておこなっているような実践からは，新しい時代に生きる子

どもたちに，電気についての一般教養をしっかり身につけさせることは不可能と

いえよう。

中学校では，技術・家庭科が，４月から完全実施を強行されるという。これま

での職業・家庭科でも，電気学習はとりあげられ，学校の事情によって，教育計

画にのせることができたが，実状は電気学習を本格的に教育計画にとりいれると

ころは，そう多くはなかった。施設・設備も，木材加工方面には，木工機械まで

いれても，電気方面には手がつかない状況であった。それだけに，完全実施の強

行は，いろいろな意味で問題点をもつといえる。

しかし，技術・家庭科の完全実施が強行されようがしまいが，技術教育におい

て，電気学習に本格的にとりくむ必要が，現時点においてますます多くなってい

ることは否定できない。すでに，産業教育研究連盟の昨年度の大会でも，本年度

は電気学習の実践的研究をより深めて討議すべきであるとの意見が，かなり多く

出されたし，わずかながらも，大会後の実践のなかに，じみなすぐれた実証的研

究があらわれてきている。たとえば，ある地区では，「電動機」の学習をとりあ

げこれまでの理科教育のもつ欠陥が，技術学習によってはじめてすくわれ，子ど

ものほんとうの学力になった力､の実証的な研究がつみあげられてきているし，ま

た，ある地区では，回路研究に中心をおくラジオの製作・調整の技術学習から，

理科教育と技術教育の性格を明らかにするとともに，感性的認識から論理的認識

へ－特殊から一般的理論の把握を実証している。こうした数多くの実践が，今

夏の研究大会に出され，討議が深まることを期待してやまない。
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ま えがき

題気学習が，一般教育といわれる技術・

家庭科にとって，必要なことはいうまでも

ない。電気機器が日常生活に取り入れられ，

生活を能率化していることや，近代産業が

いかに多くの電気技術の発達に負うところ

が多いかは，いまさら多言を要しないであ

ろう。これからの家庭生活に必要な最低の

電気技術はもちろん，近代産業を理解する

ための基礎的な電気技術を修得するために

電気学習の技術科にしめる位置は大きいと

いえる。しかしこのように，電気学習の必

要性を理解しても，どうやって電気学習を

進めていくかとなると，そこには多くの問

題点がある。

技術科は実践を通して学習する教科であ

るといわれている◎

新指導要領には，電気の分野の実習例と

して次のような例が示されている。

照明器具（蛍光燈，電気スタンドなど）

電熱器具（電気こんろ，電気アイロンな

ど）

電励機（単相または三相誘導電動機な

ど）

ラジオ（交流式3球または4球式など）

電気学習は以上の具体的な実習教材を用

いて，その分解組立や，製作，修理といっ

た,仕事の実践を通して，電気の基礎的技術

４

を学習する。そしてこれらの指導に当って

は『原理』や椛造を十分理解させ，学習し

た事項が，同種類の他の電気機器にも適用

できるような指導（学習）が良いといわれ

ている。

そこで問題になるのは，『原理」を十分

理解させるということである。上の実習例

にあげられた電気機器は比較的生徒の身近

で取扱われているものであるが，しかし電

気機器は一般にどんな簡単なものを取り上

げても，その原理を十分理解させることは

なかなかむずかしい。電気学習において，

原理と基礎技術との関連をいかに考えてい

くか，ここに電気学習の問題点の一つがあ

るといえる。

電気学習における原理とは

電気学習は理科においても取り上げられ

ている。理科における電気学習は，自然科

学的事実や原理を理解することを目標とし

ており，その性格から考えても解かるよう

に，実験観察を通して学習が展開している。

そしてその内容も，第２学年においては

「電圧，電流，抵抗の関係や電流の作用」

について，電気現象の基礎的事項を中心に

発展している。また第３学年においては，

電流現象から交流へ，さらに電子管からラ

ジオへと発展している。そしてこれらは，

電気現象の理解という角度から学習されて


































































































































